
【令和６年度東京都教育委員会研究推進団体 東京都肢体不自由特別支援学校進路指導連絡協議会】 

Ⅰ 団体の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 Ⅱ 研究の目的 

 

 

 Ⅲ 研究の内容 

 

 

 

 

 

 

 

・進路指導に関する課題の解決や情報共有・共通理解を図る。 

・就業体験等を企画し、進路先開拓とキャリア教育推進に資する。 

・諸調査の成果を活用し、関係諸機関と共に進路指導を推進する。 

Ⅳ 実践事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進路指導の実態調査・研究及び就業体験・学習会等の企画運営 

 都立肢体不自由特別支援学校 18 校及び、都内にある筑波大学附属桐が

丘特別支援学校、新宿区立新宿養護学校の、進路指導担当教諭約 30 名で

構成し、全体での協議会や目的別の作業部会で、進路指導上の課題検討や

情報共有を行う。また就業体験や学習会の企画・運営、進路指導とキャリ

ア教育に関する調査・統計を行い、関係諸機関との連携を図る。 

１ 就業体験 

① 高２対象「キャリア・メンタリング・プログラム」 

ゴールドマン・サックス証券株式会社の御協力の下、高等部２年生

のキャリア教育の機会として就業体験を実施した。１２校から１９名

の生徒が参加し、主催「 公益社団法人ジュニアアチーブメント日

本」進行の下、参加者とのアイスブレイクや会社見学、キャリア・メ

ンタリングに取り組み、他者理解やコミュニケーションの実践、自己

理解を深めた。 

② 高１対象「会社見学・面接練習」 

 外資系金融機関の御協力の下、昨年度に引き続き、高等部１年生を

対象にキャリア教育の機会として実施した。 

 当日は７校１２名の生徒が参加し、会社見学、面接練習等を行い、

各生徒が進路選択、決定に向けて、自己の課題を確認することができ

た。自己理解を深めるよい機会となった。 

③ 中学生対象「マイクロソフト職場見学会」 

日本マイクロソフト株式会社及び日本ヒューレット・パッカード合

同会社の協力の下、中学部生徒のキャリア教育の機会としてオン 

ラインでの職場見学会を実施した。 

当日は１４校から約５０名の生徒が参加し、企業の取組等について

学び、社員の方々の進行で、プレゼンテーションソフトを活用したグ

ループワークを行った。 

１ 進路指導に関する情報交換と教員の専門性の向上 

 ・年間 7回の協議会開催、随時の目的別作業部会開催 

 ・教員の専門性向上のための研修会実施 

２ 各種調査・統計 

 ・卒業生進路先状況・追調査、作業学習、外部機関の活用例 等 

 ・多様な学び方や働き方に関する調査・研究 

３ 就業体験 

 ・企業のＣＳＲ活動を活用した共同企画 

４ 在宅就労に関する調査・研究 

５ 各校共通の進路指導の手引きの作成に向けた研究 
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  Ⅵ 研究の成果と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ 学習会 

 

 

 

 

 

 

 

 

進路担当教員の専門性を向上させる研修 

①株式会社ＣＭＵ holdings より津田貴様を講師に迎え、「卒業生の就労

支援及びＩＣＴ支援」をテーマに研修会を実施した。文部科学省の障害

者の生涯学習委託事業での実践やＩＣＴを活用した学習支援活動の御

経験を通しての現状や課題について学ぶ機会となった。 

 

②「進路の手引き」部会 

 協議会内の作業部会として、若手教員や新たに進路指導に携わる教員向

けに、肢体不自由特別支援学校における進路指導の在り方や内容、福祉サ

ービス制度など記載した手引きについて、最新の情報に改訂する作業を毎

年重ねている。 

２ 各種調査・統計 

①卒業生進路先調査・追調査 

 都内肢体不自由特別支援学校高等部を卒業し、大学等への進学・企

業等への就労をする生徒数は決して多くない。各校での指導事例の積

み重ねも多くないため、本協議会において事例を共有することを通し

東京都全体としての進路指導力の向上を図った。 

 

②作業学習の取り組み内容調査 

 肢体不自由特別支援学校における作業学習では、生徒の機能面の制

約から様々な工夫が必要となる。各校における取り組み内容や、指導

方法の工夫など共有することで、生徒の就労や社会参加に向けた指導

力を向上させることを図って実施した。 

 研究成果として次の５点が挙げられる。 

① 「情報交換 ・専門性の向上」では、生徒数が少なく実践の積み上げ

が困難な肢体不自由特別支援学校で、必要な指導など共有すること

ができた。 

②「調査・統計」では、広く都内の状況を共有し、各校の進路指導に

生かすことができた。 

③「就業体験」では、各校が少人数のため単独では実施できない企業

と連携した企画を通し、生徒の体験を広げることができた。 

④「在宅就労調査 ・研究」では、生徒の実態に応じた多様な働き方を

学び進路指導に反映させることができた。 

⑤「進路指導の手引き」について、改訂を重ね最新版を編集した。 

 今後の課題としては、更なる専門性の向上と若手教員の育成、各校

で持続可能な進路指導の推進、多様な働き方や学び方の指導、企業就

労・大学進学の指導の充実である。 
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